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研究成果の概要（和文）： アディポネクチンは炎症を抑制し糖尿病や動脈硬化などを防止する、脂肪細胞が血液中に
放出するタンパク質である。糖尿病などの生活習慣病の人ではその血中濃度が低いことが分かっている。
 マクロファージ系細胞を高濃度と低濃度のアディポネクチンで48時間処理したところ、劇的な差は無いが免疫や炎症
などに関わる多くの遺伝子の発現量が異なっていた。また、遺伝子操作により血中アディポネクチン濃度を低くしたマ
ウスのマクロファージでは炎症を抑えるタンパク質IL-10が15分の1に減っていることや、脂肪組織が炎症を起こしやす
いことが分かった。今後はこの状態の改善に既存の医薬品が使えないか検討していく予定である。

研究成果の概要（英文）：     Adiponectin is a protein which is secreted to blood from adipose tissue and h
as anti-inflammatory, anti-diabetes and anti-atherosclerosis functions.  Decreased plasma adiponectin leve
ls are well associated with components of the metabolic syndrome like diabetes.
     When macrophage cell line RAW264.7 cells were treated for 48 hours with low or high concentration of 
adiponectin and gene expressions were compared, there was no dramatic difference, but the expression level
 of many genes involved in inflammation and immune system were different.  Using genetically engineered mi
ce with low blood adiponectin concentration, we found that expression of IL-10 in macrophages, which suppr
esses the inflammation, decreased to 1/15 and the adipose tissue is prone to inflammation compared to wild
 type mice.  We are planning to search medicines to ameliorate this easy-to-inflame condition under low ad
iponectin concentration.
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科学研究費助成事業 研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 
 アディポネクチンは抗炎症作用、抗糖尿病
作用、抗動脈硬化作用などを有する脂肪細胞
から血中に分泌されるアディポサイトカイ
ンである。申請者はこれまでにアディポネク
チンの生理活性に重要な分子である高分子
量アディポネクチン（HMW、high molecular 
weight adiponectin、）特異的 ELISA 系を開
発し、生活習慣病ではその濃度が低いこと、
心不全や腎不全、SLE や血管性痴呆などでは
かなり高濃度を示すことなどを報告してい
る。また、アディポネクチンが炎症性の刺激
を抑制すること、血中アディポネクチン濃度
の低いアディポネクチンアンチセンストラ
ンスジェニックマウス（AsTg）は易炎症性で
あることなども報告してきた。この際、アデ
ィポネクチンは濃度依存的に抗炎症活性を
示すが、炎症性刺激の前にアディポネクチン
で処理しておく時間に依存して抗炎症活性
が強くなることも判明している。しかし、こ
れまでに血中アディポネクチンが恒常的に
受容体を介して細胞にどのように作用して
いるかを検討した報告はない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、1)恒常的に種々の濃度のアデ

ィポネクチンにさらされた細胞がどのよう
な状態にあるかを解明し、2)抗炎症状態の誘
導に働くアディポネクチンの細胞内シグナ
ルや関与因子の解明、3) 細胞内シグナルや
関与因子に作用する医薬品や試薬により同
様の状態を再現できるかの検討を行う。これ
らの検討によりアディポネクチン低値の集
団の生活習慣病予防や炎症性疾患患者の治
療に有用な情報を提供し、医薬品開発や治療
戦略に貢献することを目的とする。 
 

３．研究の方法 
 当研究室ではヒト血漿より簡便にHMWを精
製する方法を確立、報告している。この方法
により HMW を大量に精製する。 
各種濃度の HMW で 48 時間マクロファージ

系の細胞株である RAW264.7 細胞を処理し、
発現している遺伝子の違いを GeneChip アッ
セイや PCR などにより解析する。 
 RAW264.7 細胞を対象に、炎症刺激として
LPS などを用い、種々の濃度の HMW にさら
された細胞の遺伝子発現レベルを比較する。
得られた違いがどのような抗炎症性変化を
もたらしているか、遺伝子発現や RNAi によ
る抑制、各種因子の活性化剤、阻害剤など
を用いて検討する。また、細胞内シグナル
伝達に関与するタンパクのリン酸化状態や、
cAMP や Ca 流入などのセカンドメッセンジ
ャー測定などを行う。 
 血中アディポネクチン濃度の低い AsTg マ

ウスと野生型（wt）マウスを用いて、低アデ
ィポネクチン血症による個体レベルや各種
臓器、細胞の変化を解析する。 
更に、アディポネクチンはAMPKリン酸化、

PPAR-α活性化、cAMP を増加させこれにより
PKAを活性化するがAMPKのリン酸化を誘導す
るメトホルミン、PPAR-αを活性化するフィ
ブラート、cAMP を増やすためには非選択的な
PDE 阻害薬カフェイン、テオフィリン、その
他選択的PDE阻害薬などにより恒常的なアデ
ィポネクチン作用の再現ができないか
RAW264.7 細胞や AsTg マウスを用いて検討す
る。 
 
４．研究成果 
先ず、低濃度のアディポネクチンにさらさ

れている細胞がどのような状態にあるため
に易炎症になっているかを解明することを
目的として検討を行った。ヒト血中 HMW は
我々の検討では男性で約 2μg/mL、女性で約
4μg/mL 程度であった。また、マウス骨髄マ
クロファージのRANKL処理による破骨細胞へ
の分化を HMWは 1μg/mL 程度でも抑制できる。
易炎症惹起状態を呈する低アディポネクチ
ン血症の病態を RAW264.7 細胞で再現するた
めの条件検討を、HMW 前処理により LPS によ
る IL-1βの誘導が阻害されることを利用し
て行った。検討の過程で細胞密度が大きく影
響することが再現性良く認められ、細胞密度
が低い条件ではHMW が1μg/mLでも抗炎症効
果が認められるが密度が高い状態だとこの
抗炎症効果が減弱した。一方、平行して行っ
たトランスジェニックマウスを用いた炎症
モデルの検討では、全身でアディポネクチン
の発現を抑制した AsTg マウスでは血中濃度
が wt の 8 割程度と若干の低下にもかかわら
ず炎症を起こしやすく、また、酸刺激による
Ca 流入が起こりやすい、すなわち炎症性応答
を起こしやすい状態にマクロファージがな
っており、その原因となる遺伝子変化が基底
状態ですでに起こっていることが判明した
（①）。 
低アディポネクチン血症すなわち易炎症

病態を再現するためには、単純に低濃度の
HMW で長期間処理するだけでは十分ではなく、
細胞密度がかなり重要なファクターとなる
ことより、1μg/mL の HMW 前処理により LPS
による IL-1βの誘導阻害効果がかろうじて
認められる細胞密度条件で検討を進めるこ
とにした。すなわち、HMW 処理 48 時間後総
RNA 回収時点に細胞密度が約 60%になるよう
に系を調整して 10μg/mL HMW 処理を行い、
10% FCS 入り培地のみのものを最も低アディ
ポネクチンにさらされたコントロールとし
て GeneChip 解析を実施し、遺伝子発現の違
いについて解析した。ある程度発現している



遺伝子で、コントロールに比べて半分以下や
2 倍以上と大きな差が認められる遺伝子はそ
れぞれ 20 個および 8個と非常に少なく、HMW
単独での 48 時間処理は細胞に大きな変化を
起こさないことが分かった。一方、種々のタ
ンパクで弱い発現誘導や抑制が認められ、パ
スウェイ解析でもケモカインレセプターや
IL-1などからのシグナル系やMAPカイネース、
PLD４や Alox5 など炎症性物質産生に関与す
る遺伝子の発現低下や、CHOP などの転写を阻
害する遺伝子、metallothionein 1 や 2、
solute carrier family、IFN により誘導され
る種々のタンパクの弱い発現誘導など多く
の因子の発現が変化していた。これらの結果
は ON/OFF ではなく多くの因子やパスウェイ
が量的にコントロールされていることを示
しており、それぞれの関係などまだ検討する
ことは多い。 
また、遺伝子変化以外にアディポネクチン

で報告されている AMPK の活性化や cAMP 増加
についても細胞密度が約60%のRAW264.7細胞
を用いて確認したところHMW処理によりAMPK
のリン酸化であれば 5 分、cAMP 増加では 20
分をピークとした反応が起こることが確認
できた。しかし、48 時間処理といった慢性刺
激下でのこれらの状態の検討では、AMPK では
培地交換なしでこの時間培養するだけで
AMPK のリン酸化が増加し、また新鮮培地に交
換することで減少した。cAMP の測定でも同様
に基質を取り込ませる前処理で状態が変化
してしまい、48 時間慢性的に高濃度の HMW に
さらされた状態を現す結果として採用でき
るデータは得られなかった。  
上記の検討以外に in vivoでの状態を確認

するために、血中アディポネクチン濃度が低
い AsTg マウスと wtマウスのマクロファージ
でも検討を行った（①）。両群のマウスより
常在性腹腔マクロファージ（無刺激、定常状
態）を回収して解析したところ、AsTg マウス
のマクロファージでは IL-6、TNF-αの発現に
は wt マウスと差が認められなかったが、抑
制性サイトカインである IL-10 が 1/15 と低
値を示していた。また、このマクロファージ
を 10％ FCS 入りの培地で一晩培養したとこ
ろこの表現型は消失し、IL-10 の発現が wt マ
ウスと同程度に増加して同様の表現型に回
復した。これらの結果は低 HMW 濃度だけで易
炎症性になっているのではなく、アディポネ
クチン低値の環境下で炎症応答に傾いた表
現型を獲得していることを示している。更に、
炎症モデルとして0.7%酢酸を腹腔内に100μ
L/10g 投与し、その約 2 時間後に脂肪組織、
肝臓、腸を回収して IL-6、TNF-α、IL-10 の
発現を解析したところ、wtマウスと比べ肝臓
や腸では有意な変化や差は認められなかっ
たが、脂肪組織では AsTg でのみ炎症誘導後
に IL-6、TNF-αの有意な誘導が認められ、常

在性腹腔マクロファージのみならず AsTg の
脂肪組織でも炎症応答が容易に起こる易炎
症性状態となっていることが示された。 
これらのことは血中アディポネクチン濃

度が低い状態が組織常在性のマクロファー
ジや脂肪組織に炎症を起こしやすい変化を
もたらしていることを示している。今後はマ
クロファージの易炎症性変化を抑制あるい
は回復させる HMW の作用機構の解明を行い、
また、AsTg マウスの脂肪組織を中心に各組織
の GeneChip 解析を行い AsTg の易炎症状態を
もたらしている遺伝子発現変化について解
析し、この状態の改善に既存の医薬品が使え
ないか検討していく予定である。 
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